
JP 2017-533772 A 2017.11.16

10

(57)【要約】
　特に家具のための、スライディングドア、または引き
出しのための、減衰または戻り装置であって、鋼のプレ
ート（６）または相補的な形状の環状部材と軸方向に摺
動可能に相互作用する、直径方向に分極した磁石から構
成される、鋼で作られた、断面が多角形の、弾性的に圧
縮可能な素子（７）とは対照をなす、胴部（４）を有す
るピン（２）によって構成される。
【選択図】
図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スライディングドアの戸または引き出しのための減衰または戻り装置（１、１０１）で
あって、鋼のプレート（６）、または、相補的な形状の環状部材（１０６）と摺動可能で
、軸方向に相互作用する、直径方向に分極した磁石によって構成され、鋼で作られ、断面
において多角形であり、弾性的に圧縮可能な素子（７、１０７）と対照をなす、胴部を有
するピン（２、１０２）によって構成されることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記ピン（２）は、横の断面がＨ字型で、平面において多角形である、第１のヘッド（
３）を有し、直径方向に分極され、実質的に正方形または長方形である、前記胴部（４）
は、軸方向にＶ字型または丸まった先端部（５）を前記第１のヘッド（３）から突き出す
、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ピン（１０２）は、横の断面がＨ字型で、平面において多角形である、第１のヘッ
ド（１０３）を有し、直径方向に分極され、実質的に円型である、前記胴部（１０４）は
、軸方向にＶ字型または丸まった先端部（１０５）を前記第１のヘッド（３）から突き出
す、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記ピン（２、１０２）の前記胴部（４、１０４）は、直径方向に分極され、そして、
それゆえ、磁気の観点から、一緒に連結され、相互に同一で、断面において多角形で、反
対の極性を有する第１の半分の胴部（４ａ、１０４ａ）及び第２の半分の胴部（４ｂ、１
０４ｂ）に分けられ、前記第１の半分の胴部（４ａ、１０４ａ）はＮ極を有し、前記第２
の半分の胴部（４ｂ、１０４ｂ）はＳ極を有することを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の装置。
【請求項５】
　前記鋼のプレート（６）は前記装置が稼働されたとき、前記半分の胴部４ａ及び前記半
分の胴部４ｂと、接触せずに、面して配置された第１の羽根（６ａ）と第２の羽根（６ｂ
）を画定するように断面においてＣ字型であり、前記第１の羽根と前記第２の羽根（６ａ
、６ｂ）は、滑り摩擦なしに自由に滑ることができる前記ピン（２）の前記胴部（４）と
接触せずに、それらの間で適合するようである大きさと障害を有し、前記プレート（６）
は、第１の羽根及び第２の羽根（６ａ、６ｂ）と接続する基礎部（６ｃ）を有することを
特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記直径方向に分極されたピン（２、１０２）の前記胴部（４、１０４）は、前記プレ
ート（６）のまたは前記円筒形の鋼の環状部材（１０６）の内側、または前記プレート（
６）または前記環状部材（１０６）の外側に配置された、バネによって構成された減衰素
子（７、１０７）と対照に動くことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項７】
　前記プレート（６）の長さより短い長さの減衰素子（７、１０７）は、前記第１の羽根
及び前記第２の羽根（６ａ、６ｂ）の間、または、滑り摩擦なしに前記環状部材（１０６
）の軸方向で内側に配置されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項８】
　前記ピン（２、１０２）の前記先端部（５、１０５）の方向に移動される前記減衰素子
（７、１０７）の端部（８、１０８）において、前記第１の羽根及び前記第２の羽根（６
ａ、６ｂ）の間、または、前記環状部材（１０６）の軸方向を滑ることができる挿入部（
１０、１１０）の相補的な形状の胴部（９、１０９）は、軸方向に挿入され、前記挿入部
（１０、１１０）は、前記ピン（２、１０２）の先端部（５、１０５）と相補的な形状で
ある第２のヘッド（１１、１１１）を有することを特徴とする請求項１乃至請求項７のい
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ずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記減衰素子（１０７）は、前記ピン（１０２）の前記第１のヘッド（１０３）と次に
結合し、半径方向に突き出ている、第１の付属品（１１２）と結合し、適切な角度で突き
出ており、前記減衰素子（１０７）は、実質的に、前記胴部（１０４）の自由終端（１０
５）の方向で前記胴部（１０４）と平行に配置され、前記減衰素子（１０７）の自由終端
（１０８）は、前記環状部材（１０６）から半径方向に突き出ている第２の付属品（１１
３）と隣接して相互作用することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の装
置。
【請求項１０】
　前記環状部材（１０６）は、家具のフレーム（１１５）に関して、その滑らせるための
通常の及び従来のレールを有するタイプの引き出し（１１４）の外側の横の表面（１１６
）の少なくとも１つと結合し、前記環状部材（１０６）は、前記横の表面（１１６）へ孔
のあいた羽根（１１８ａ、１１８ｂ）においてねじによって固定されたΩ（オメガ）のよ
うな形状の第１のブラケット（１１７）を手段として外側の横の表面（１１６）の少なく
とも１つと結合し、前記ピン（１０２）は、前記ピン（１０２）の前記ヘッド（１０３）
と相補的な形状の連結する手段を提供する第２のブラケット（１２１）を手段として、前
記環状部材（１０６）と軸方向の配置においてそれを持ってくるような高さにおいて、前
記フレーム（１１５）の底部（１１９）と平行に配置されることを特徴とする請求項１乃
至９のいずれか１項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に家具など、同一平面上の閉じるもの、あるいはそうでないもの、といっ
たタイプのスライディングドアの戸、または、引き出しのための減衰または戻り装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、通常の、開き戸に変わるものとして、解決策は、一般に衣装ダンス及び数々の家
具の両方に、及びドア及び窓枠も、または、開けたときに空間を減らす必要がある閉める
要素のその他の応用へ適用されることができるスライディングドアが知られている。
【０００３】
　通常、そのような種類のドアは、１以上のドアの戸によって構成され、それぞれの１つ
は、それぞれ、閉じられる一部の天井及び任意に床に適用される、上部ガイドまたは下部
ガイドによって構成された、レールによって案内された回転手段と一体のブラケットを有
している。
【０００４】
　スライディングドアを閉じる必要があるときに、必要に応じて自由にされることができ
る、開かれた位置、または、ドアの戸が案内された閉じるものに従う必要があるときに、
閉じられた位置、へそれを戻すための装置と一体のドアの戸に適合することが知られてい
る。
【０００５】
　従来のスライディングドアの戸に見られる問題は、ドアの戸が、完全に閉じたり、完全
に開いたりしたときに、ドアの枠や、家具の側で、ドアの戸が、部分的に閉じられた、ま
たは、部分的に開かれたことを残すこと、または、急にしまったりすることの可能性があ
る事実によって構成される。
【０００６】
　同様に、引き出しについても注目される。
【０００７】
　そのような欠点の部分的な解決は、減衰器と、バネと、上を向いたＬ字型ガイドの中を
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滑ることができる、案内ピンを備える、連結素子と結合する、歯の組の中に適応されるこ
とができる、同調素子と、が内側に設置された、容器を備えるドアの戸の動作を、支援し
、案内するように構成された装置が開示された欧州特許１６５８７８５号から知られてい
る。
【０００８】
　装置は、一部の１つの端部の近くに配置される。
【０００９】
　例えば、ドアの戸を開くとき、ある点で、装置は、安定で、固定された状態において、
Ｌ字型ガイドを通って、ピンが位置にくるまで、減衰器を稼働する同調素子を引っかける
。ドアの戸が閉じられる時、同調素子は、歯の組と相互作用し、それゆえ完全に閉じられ
た状態になるまで、ドアに優しくついて行く減衰器を稼働する。
【００１０】
　そのような解決策は、しかしながら、いくつかの欠点に苦しむ。あらゆる突き刺さりや
摩擦の発生が、装置の操作に打ち勝ち、そしてそれゆえドアの戸の正しい閉じや完璧な開
きを妨げるため、装置が、事実、例えば、Ｌ字型ガイドとそこにあるピンの間に存在する
遊びの素子へ大きな注意を払う一方、前もって、一緒に置かれなければならない複数の素
子によって構成されるという点で、構成の観点から複雑である。
【００１１】
　さらに、従来の戻り装置は、戻りバネがそのストローク動作において一定の力を持たな
いという事実と関連がある他の臨界に苦しむ。
【００１２】
　これにより、力が弱くなるため、ストローク動作の最後の部分に沿って戻るところに問
題が生じ、逆に、ドアが開放された時に、バネの力が強すぎるというドアを開ける最後の
部分に問題がある。
【００１３】
　これにより、ドアの動きにおいて、戻る機構への連結は、機械的手段を手段としてなさ
れるという事実に組み合わされるので、操作においてやっかいな騒音を発生する。
【００１４】
　準備位置において固定された物体にある位置への力を与える第１の付勢物体を備える強
制的な動作のための機構を開示する、欧州特許２４５５５７１号も知られている。
【００１５】
　打つ物体が、準備位置に保持された固定された物体によって、所定の位置で捕らえられ
、そして、移動できる物体が、捕らえられることにより保持されたことから、解放される
ことによって決定された位置への固定された物体の相対的な動作により、動作の終わりの
位置へ上げられる。
【００１６】
　減衰機構は、強制的な動作の機構を構成する固定された物体に接続するための接触部分
と、進む方向に接触部分を付勢する第２の物体を備える。
【００１７】
　減衰機構は、決定された位置への固定された物体の動作に伴う接触部分の引き戻しへの
抵抗を付与するために、構成されている。
【００１８】
　そのような解決策は、前述した同じ欠点に苦しむ。
【００１９】
　例えばドアのような、固定されたフレームと相互作用するスライダを手段として稼働さ
れることが可能な、空気のブレーキ手段を備えるブレーキ装置を開示する、欧州特許２５
５７２５９号が知られている。１つの実施形態として、磁気ヘッドへまっすぐに位置され
る、１つの羽根と一体の固定されたＬ字型輪郭に接触したときに、ロッドがピストンの柄
から引き出されることができるように機能する、磁気ヘッドを先端部に設けたロッドを有
するピストンがある。
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【００２０】
　そのような解決策は、可能なブレーキ、突き刺さりを受ける柄を有するブレーキ装置に
必要とされる考慮される長さ、のような多くの欠点に苦しむ。さらに、空気機能の信頼性
が乏しい。
【００２１】
　最後に、磁気ヘッドの唯一の機能は、柄の引き出しのために、同軸に沿って配置された
、固定された物体へ直接に連結されることである。
【００２２】
　外側または内側のドアの上端部が固定された上を向いたＵの字の様な形状の第１のフレ
ームと第２のフレームからなる台車を備える減衰ストッパを有する衣装ダンスのドアのた
めのスライディングガイドを開示する、欧州特許２３３０２６９号も知られている。
【００２３】
　減衰ストッパは台車に結合する部分に設けられる２つの台座の外側に固定された空気ま
たはガスの減衰器を備える。
【００２４】
　そのような解決策は、さらに、占める空間を増加するような、およびガイドがほとんど
使われないような、台車の横方向に配置されるガス減衰器の使用のような多くの欠点に苦
しむ。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２５】
【特許文献１】欧州特許１６５８７８５号
【特許文献２】欧州特許２４５５５７１号
【特許文献３】欧州特許２３３０２６９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　本発明の目的は、それゆえ、引用された文献の欠点を除去すること及びそれゆえ、単純
な構造の、突き刺さることがなく、それが家具の壁に対して急に閉まることを防ぐ一方で
、ドアやドアの戸の最適な閉まり、案内された開きを得ることができる、スライディング
ドアまたはドアの戸、または引き出しに適用することができる、発明を提供することによ
って、上述の技術的な問題を解決することである。
【００２７】
　この目的の中における、本発明の他の重要な目的は、従来のドアの戸、または家具の従
来のドアに簡単に適用される装置を提供することである。
【００２８】
　他の目的は、装置の大きさや重さが含まれている、それゆえ、コストが低い装置を提供
することである。
【００２９】
　本発明の他の目的は、様々な動作において摩擦や遊ぶ素子を含むことが可能である装置
を提供することであり、それによって、ドアの戸の動作や滑りを最適化する。
【００３０】
　他の目的は、その操作中に騒音のない発明を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　ここで以後よく明白になるこの目的、これら及び他の目的は、鋼のプレートまたは相補
的な形状の環状部材と軸方向に摺動可能に相互作用する直径方向に分極する磁石によって
構成され、鋼で作られ、断面が多角形で、弾性的に圧縮可能な素子と対照をなす、胴部を
有する、ピンによって構成されるという特徴を有する特に家具のための、スライディング
ドア、または引き出しのための減衰または戻り装置によって達成される。
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【発明の効果】
【００３２】
　さらなる、本発明の特徴及び利点は、添付した図の限定されない実施例を手段として描
かれた、特に、排他的でない、実施形態の詳細な説明からさらに明白になる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明による装置の斜視分解組み立て図である。
【図２】図１の装置の斜視図である。
【図３】図１の装置の断面図である。
【図４】図２の装置の断面図である。
【図５】減衰素子がある図１と同様な図の装置の図である。
【図６】プレートの中に配置された減衰素子がある図４と同様な図の装置の図である。
【図７】圧縮された減衰素子と共にある図５と同様な図の装置の図である。
【図８】本発明による装置の異なる実施形態の斜視図である。
【図９】図３と同様な図の図８の装置の図である。
【図１０】図６と同様な図の図８の装置の図である。
【図１１】本発明による装置のさらなる実施形態の斜視図である。
【図１２】図１１の装置の断面図である。
【図１３】圧縮された減衰素子における図１１と同様な図の装置の図である。
【図１４】引き出しに適用された、断面の、装置の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　記載された実施形態において、特定の実施例に関連して示される個々の特性は、実際に
は、他の実施形態に存在する、他の、異なる特性と置き換えるかもしれない。
【００３５】
　さらに、注目すべきは、特許手続きの間にすでに知られて見つけられたものは、特許請
求されておらず、主題から特許請求の放棄であると理解される。
【００３６】
　図を参照すると、符号１は、一般的に、特に家具などの摺動可能なドアの戸、または引
き出し（図示せず）に結合する装置を指し示す。
【００３７】
　装置１は、横の断面がＨ字型で平面図において多角形、好ましくは正方形である第１の
ヘッド３と一体のピン２によって構成され、多角形の、好ましくは、正方形または長方形
の、直径方向に異なる極性を有する、胴部４が、実質的にＶ字型または丸まった、先端部
５を、ヘッド３から、軸方向に突き出す。
【００３８】
　ピン２の胴部４は、直径方向に異なる極性を有する。それゆえ、磁気の観点から、一緒
に連結された、相互に同一な、断面が、多角形、好ましくは長方形で、反対の極性を有す
る第１の半分の胴部４ａ及び第２の半分の胴部４ｂに分けられている。
【００３９】
　例えば、第１の半分の胴部４ａは、Ｎ極を有し、第２の半分の胴部４ｂはＳ極を有する
。
【００４０】
　装置１を作り上げるために、装置が稼働したときに、半分の胴部４ａ、半分の胴部４ｂ
と、接触せずに、面して配置される第１の羽根６ａと第２の羽根６ｂを画定するような断
面がＣ字型である鋼のプレート６もある。
【００４１】
　第１の羽根と第２の羽根６ａ、６ｂは、それゆえ、そのような滑り摩擦がなく自由に滑
ることができるピン２の胴部４と、接触することなく、それらの間で適合するような、大
きさと障害を有する。
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【００４２】
　プレート６は、第１の羽根及び第２の羽根６ａ、６ｂと連結する基礎部６ｃを有する。
【００４３】
　直径方向に分極するピン２の胴部４は、例えば、鋼のプレート６の内側に配置されたバ
ネによって構成される減衰素子７と対照的に動く。
【００４４】
　図５に示される実施形態において、減衰素子７は、第１の羽根及び第２の羽根６ａ、６
ｂの間に配置される。減衰素子７の好ましい長さは、プレート６の長さより短いことであ
る。
【００４５】
　ピン２の先端部５に向かって移動させる減衰素子７の端部８において、第１の羽根及び
第２の羽根６ａ、６ｂの間で滑ることができる挿入部１０の相補的な形状の胴部９は、軸
方向に挿入される。
【００４６】
　挿入部１０は、好ましくは、相互の連結を促進するために、ピン２の先端部５に相補的
な形状で第２のヘッド１１を有する。
【００４７】
　プレート６の変形として、装置１０１は、環状部材１０６を使って示され、鋼で作られ
、断面が多角形、好ましくは円筒形で、第１の半分の胴部１０４ａと第２の半分の胴部１
０４ｂを画定するように、直径方向に分極した、実質的にピン１０２の円筒形の胴部１０
４に相補的な形状である。
【００４８】
　胴部１０４は、任意に、ピン１０２の先端部１０５に向かって移動させられる減衰素子
１０７の端部１０８おいて減衰素子１０７とは対照的に操作する。環状部材１０６の中を
滑ることができる挿入部１１０の相補的な形状の胴部１０９は、軸方向に挿入される。
【００４９】
　挿入部１１０は、好ましくは、相互に連結を促進するために、ピン１０２の先端部１０
５に相補的な形状で第２のヘッド１１１を有する。
【００５０】
　その代わりに、減衰素子１０７は、次にピン１０２の第１のヘッド１０３と結合し、そ
こから半径方向に突き出る、第１の付属品１１２と結合し、そこから適切な角度で、突き
出ている。
【００５１】
　減衰素子１０７は、実質的に、胴部１０４の自由終端１０５の方向に胴部１０４に平行
に配置される。
【００５２】
　減衰素子１０７の自由終端１０８は、環状部材１０６から半径方向に突き出ている第２
の付属品１１３に隣接して作用する。
【００５３】
　装置の操作は次のようである。直径方向に分極したピン２、１０２を得て有した後、ド
アの戸を閉じる最終段階において、ピン２、１０２と結合し、胴部４、１０４はプレート
６の内側、または環状部材１０６の内側に突き抜け、そして滑り摩擦なしで、それによっ
て、軸方向の配置が維持される。
【００５４】
　胴部４、１０４の先端部５、１０５は、それから、もし存在するなら、そのストローク
動作の限界に達した時、所望の位置で止められるまで、それのストローク動作をゆっくり
する減衰素子７、１０７と相互作用し、最適で、連続的に、閉じる間、及び開ける間、両
方において一定である力を与える。
【００５５】
　挿入部１０、１１０があると、環状部材の内側のバネの滑りを改善し、バネの圧縮と伸
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【００５６】
　装置１０１が家具のフレーム１１５に関してそれらを滑るために、図示しない、通常の
、従来のレールの種類の引き出し１１４に適用されるつもりならば、環状部材１０６が穴
の開いた羽根１１８ａ、１１８ｂにおいて横の表面１１６へ、ねじで固定される、Ω（オ
メガ）のような形状の第１のブラケット１１７を手段として、引き出し１１４の外側の横
の表面１１６の１つに少なくとも結合することが重要であろう。
【００５７】
　他方で、ピン１０２は、ピン１０２のヘッド１０３に相補的な形状で連結する手段を提
供する第２のブラケット１２１を手段として、環状部材１０６の軸方向の配置にそれを持
ってくるような高さで、フレーム１１５の底部１１９に平行に配置される。
【００５８】
　実際には、本発明は、スライディングドア、ドアの戸、または引き出しを含む、スライ
ディングドア、またはドアの戸、または引き出しへ適用することができ、得られた装置で
、完全に目的及び目標を達成し、部分的に直径方向に分極した環状部材を使うことによっ
て、部品の間の滑り摩擦の存在、突き刺さりから、自由であり、それゆえ、それが家具の
壁に急に閉まることを防ぐ一方で、ドアまたはドアの戸の案内された閉めと開きの最適化
を達成することができる、単純な構造で提供されることがわかる。
【００５９】
　さらに、装置の重さと大きさとコストが含まれ、一方で同時に、ドアの戸または引き出
しの動作と滑りを最適化するように、様々な動作において摩擦と遊びの素子を含むことが
可能である。
【００６０】
　明らかに、本発明の個々の部品の大きさと同じように使われる材料は、特定の要求によ
ってさらに関連があるかもしれない。
【００６１】
　いくつかの異なる機能を達成する様々な手段は、確かに、示された実施形態においての
み存在する必要がないだけでなく、示されていない、多くの実施形態において、存在して
いてもよい。
【００６２】
　有利な、便利な、またはそのような上記に示された特性は、失われ、または等価な特性
によって置き換えられてもよい。
【００６３】
　この出願が優先権を主張する伊国実用新案出願ＭＩ２０１４Ｕ０００３４５（２０２０
１４９０２３０８３５２）における開示は、ここで参照により包含される。
【００６４】
　あらゆる請求項で言及された技術的特徴は、符号に従い、それらの符号は、請求項の理
解を深めるためだけに含まれ、従って、そのような符号は、そのような符号によって実施
例を手段として識別されるそれぞれの要素の解釈において、何ら限定する効果を有さない
。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スライディングドアの戸または引き出しのための減衰または戻り装置（１、１０１）で
あって、相互に連結された、反対の極性を有し、鋼のプレート（６）、または、相補的な
形状の環状部材（１０６）と摺動可能で、軸方向に相互作用し、第１及び第２の部分（４
ａ、４ｂ、１０４ａ、１０４ｂ）を備える、直径方向に分極した磁石によって構成され、
鋼で作られ、断面において多角形であり、弾性的に圧縮可能な素子（７、１０７）と対照
をなす、胴部を有するピン（２、１０２）を備える装置。
【請求項２】
　前記ピン（２）は、横の断面がＨ字型で、平面において多角形である、第１のヘッド（
３）を有し、直径方向に分極され、実質的に正方形または長方形である、前記胴部（４）
は、軸方向にＶ字型または丸まった先端部（５）を前記第１のヘッド（３）から突き出す
、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ピン（１０２）は、横の断面がＨ字型で、平面において多角形である、第１のヘッ
ド（１０３）を有し、直径方向に分極され、実質的に円型である、前記胴部（１０４）は
、軸方向にＶ字型または丸まった先端部（１０５）を前記第１のヘッド（３）から突き出
す、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
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【請求項４】
　前記ピン（２、１０２）の前記胴部（４、１０４）は、直径方向に分極され、そして、
それゆえ、磁気の観点から、一緒に連結され、相互に同一で、断面において多角形で、反
対の極性を有する第１の半分の胴部（４ａ、１０４ａ）及び第２の半分の胴部（４ｂ、１
０４ｂ）に分けられ、前記第１の半分の胴部（４ａ、１０４ａ）はＮ極を有し、前記第２
の半分の胴部（４ｂ、１０４ｂ）はＳ極を有することを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の装置。
【請求項５】
　前記鋼のプレート（６）は前記装置が稼働されたとき、前記半分の胴部４ａ及び前記半
分の胴部４ｂと、接触せずに、面して配置された第１の羽根（６ａ）と第２の羽根（６ｂ
）を画定するように断面においてＣ字型であり、前記第１の羽根と前記第２の羽根（６ａ
、６ｂ）は、滑り摩擦なしに自由に滑ることができる前記ピン（２）の前記胴部（４）と
接触せずに、それらの間で適合するようである大きさと障害を有し、前記プレート（６）
は、第１の羽根及び第２の羽根（６ａ、６ｂ）と接続する基礎部（６ｃ）を有することを
特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記直径方向に分極されたピン（２、１０２）の前記胴部（４、１０４）は、前記プレ
ート（６）のまたは前記円筒形の鋼の環状部材（１０６）の内側、または前記プレート（
６）または前記環状部材（１０６）の外側に配置された、バネによって構成された減衰素
子（７、１０７）と対照に動くことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項７】
　前記プレート（６）の長さより短い長さの減衰素子（７、１０７）は、前記第１の羽根
及び前記第２の羽根（６ａ、６ｂ）の間、または、滑り摩擦なしに前記環状部材（１０６
）の軸方向で内側に配置されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項８】
　前記ピン（２、１０２）の前記先端部（５、１０５）の方向に移動される前記減衰素子
（７、１０７）の端部（８、１０８）において、前記第１の羽根及び前記第２の羽根（６
ａ、６ｂ）の間、または、前記環状部材（１０６）の軸方向を滑ることができる挿入部（
１０、１１０）の相補的な形状の胴部（９、１０９）は、軸方向に挿入され、前記挿入部
（１０、１１０）は、前記ピン（２、１０２）の先端部（５、１０５）と相補的な形状で
ある第２のヘッド（１１、１１１）を有することを特徴とする請求項１乃至請求項７のい
ずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記減衰素子（１０７）は、前記ピン（１０２）の前記第１のヘッド（１０３）と次に
結合し、半径方向に突き出ている、第１の付属品（１１２）と結合し、適切な角度で突き
出ており、前記減衰素子（１０７）は、実質的に、前記胴部（１０４）の自由終端（１０
５）の方向で前記胴部（１０４）と平行に配置され、前記減衰素子（１０７）の自由終端
（１０８）は、前記環状部材（１０６）から半径方向に突き出ている第２の付属品（１１
３）と隣接して相互作用することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の装
置。
【請求項１０】
　前記環状部材（１０６）は、家具のフレーム（１１５）に関して、その滑らせるための
通常の及び従来のレールを有するタイプの引き出し（１１４）の外側の横の表面（１１６
）の少なくとも１つと結合し、前記環状部材（１０６）は、前記横の表面（１１６）へ孔
のあいた羽根（１１８ａ、１１８ｂ）においてねじによって固定されたΩ（オメガ）のよ
うな形状の第１のブラケット（１１７）を手段として外側の横の表面（１１６）の少なく
とも１つと結合し、前記ピン（１０２）は、前記ピン（１０２）の前記ヘッド（１０３）
と相補的な形状の連結する手段を提供する第２のブラケット（１２１）を手段として、前
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記環状部材（１０６）と軸方向の配置においてそれを持ってくるような高さにおいて、前
記フレーム（１１５）の底部（１１９）と平行に配置されることを特徴とする請求項１乃
至９のいずれか１項に記載の装置。
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